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ヽ千葉県市川市にある東

京歯科大学市川総合病院

の講堂において、県外から

の参加も合わせ 17 0名の

参加者を迎えて開催され

ました。
一般演題は、医療安全を

中心として地域医療連携、

クリティカルパス、DP C等

について 12の演題が報告

され、熱心な討論が行われました。それぞれの施設で行われている

施策、日常感じていること、改善を目指した取り組みなどが報告さ

れ、医療に携わる者として興味深い内容ばかりで、地方会ならでは

の身近な問題について具体的 。実際的な討議の場となりました。

また、2つ の特別講演が行われました。まず、医療の現場が直面

している問題に対して、寛淳夫先生(国立保健医療科学院 施設科

学部長)による「病棟における物的環境と医療安全―特に転倒 ・

転落について一」を拝聴 しました。そして、これからの医療制度 ・

経済の根幹に関わる問題として、池田俊也先生(国際医療福祉大

学 教授)による「DPCと パフォーマンス評価～『質に応 じた支払

い』の可能性と課題Jを拝聴しました。どちらも時宜を得た学ぶ事

が多い内容であり、質疑応答終了後の休憩時間にも講師への質問

が相次いでおりました。

様々な施設そして様々な職種の皆様からの発表 ・討論をいた

だき、参加者にとって非常に有意義な学術集会となりました。

第 7回 は千葉市立青葉病院副病院長の高橋長裕先生にご担当

いただき、平成20年 に開催の予定です。

第 1回 兵庫地方会
学術集会会長 :姫路聖マリア病院副院長 公 文啓二

第 1回兵庫地方会は「良

質で安全 ・安心な医療推

進の共有化」をテーマに

平成 19年 2月 24日 (土)

に神戸国際会議場にて開

催されました。3会場およ

びクリティカルバスポス

ター展示場を設け、350名

程のご参加を頂きました。

主会場では理事長宮崎久義先生の基調講演「クリティカルバスと

地域医療連携J、特別講演「医師不足とこれからの地域医療一人材育

成と医療連携が成功のカギーJ平井愛山先生(千葉県立東金病院)、

教育講演「医療の質保証に向けたカルテレビューの活用J小林美亜

先生(国際医療福祉大学)、「対話による紛争解決:院内ADRの 試みJ

中西淑美先生(大阪大学)、「医療におけるオントロジーJ宮本正喜

先生(兵庫医科大学)を頂き、シンポジウム「医療の質の向上 ・安全

推進―こうしたらよくなった―」を行いました。第 2会場は教育セ

ミナー 「医療用ガスの安全な取扱い」小畠純一氏(日本医療ガス協

議会)、「人工呼吸マネジメントのふたつの柱～安全管理と感染予

防～」時津葉子氏(タイコヘルスケアジャバン)、「病院における人

事制度改革の現状と方向性―特に人事考課制度に関してJ加子栄一

氏(日本総合研究所)を頂きました。ランチョンセミナーは「重大事

態発生時の対応のポイントー医療の質向上と説明責任J中島和江

先生(大阪大学)、「院内感染対策に於けるICTの役割J一山智先生

(京都大学)を頂きました。一般演題27題、クリティカルバスポス/

ヽター展示23題の発表があり活発な討論が行われ、大変高いご評

価を頂き兵庫地方会の礎を築くことができました。

次回は、神戸市立中央市民病院院長代行盛岡茂文先生が会長で

平成20年 3月 1日に神戸国際会議場で開催されます。

第 12回 静岡県地方会
当番世話人 :聖隷三方原病院呼吸器外科部長 山 田 健

平成 19年2月24日 (土)、

第 12回 日本医療マネジメ

ント学会静岡県地方会が無

事開催されたことを報告す

るとともに、皆様に御礼申

し上げます。参加者は前回

とほぼ同様の204名 で し

た。クリティカルバス討論

会を実りあるものとするた

めに、今回会場を 2カ 所に

分けて4題 を討論していただきました。肺癌手術、前立腺全摘術、大

腸手術、大腿骨頚部骨折のベンチマークを行い、今後の静岡県版の

指針になれば幸いと考えております。また展示クリティカルバスを

フリーディスカッションとし、活発な討論が行えました。小児胃腸

炎クリティカルバスや双胎妊娠クリティカルバス等の新たな分野

のクリティカルパスの発表もありました。日演発表では、今回テー

マとしたリスクマネジメントの発表を3題 していただきました。済

生会熊本病院の副島秀久先生に特別講演を発表していただき、クリ

ティカルバスの重要性を再認識させられました。

日本医療マネジメント学会静岡県地方会も今回で12回となり、

内容も充実してきました。さらにクリティカルバス討論会も回を

重ね、バリアンス分析から標準化に移行しつつあります。今後も

クリティカルバス討論会は継続し、実 りある地方会となるように

皆様といつしょに頑張つて行きたいと思います。

第 2回 岡山地方会
当番世話人 :岡山済生会総合病院院長 糸 島達也

平成19年2月24日 (土)、

岡山済生会ライフケアセ

ンターにて、日本医療マネ

ジメン ト学会第 2回 岡山

地方会学術集会が開催さ

れました。

当日は県内外よ り27 8

名の参加があり、午前に一

般演題 (口演)1 4題 、一般

演題 (ポスター発表)1 3

題、クリティカルバス展示25題の発表が行われました。

午後からの特別講演では、赤穂市民病院邊見公雄院長に今後の

医療界の動向をユーモアを交えてお話いただきました。その後、

「医療安全の向上をめざして―私達の取 り組みと工夫―Jと題し

たシンポジウムが行われ、5人 のシンポジス トが危険予知 予 防

という観点からそれぞれの施設での取 り組みを発表し、討論が行

われました。

当初の予想以上の演題申込及び参加者があり、医療マネジメント

に関する関心の高さが窺えました。演題発表時には活発な質疑応答

があり、参加者にとっては他施設の医療安全等への取り組みから、

自施設を振り返る有意義な機会となりました。また他施設の医療′
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